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NY マーケットレポート（2016 年 4 月 4 日) 
NY市場では、新規材料に乏しい中、米国の追加利上げペースが緩やかになるとの見方が改めて材料視され、序盤はドルがやや軟調な動

きとなった。その後、イランの石油相が主要産油国による増産凍結に参加しない考えを改めて表明したとの報道を受けて、原油価格が下落

となったことや、米株価が軟調な動きとなったことから、投資家のリスクを回避する姿勢が強まり、比較的安全な通貨とされる円を買う動きが

優勢となった。その後、ユーロは対ドルで反発したことから、ユーロ/円も上昇となったが、ドル円やその他のクロス円は上値の重い動きが続

いた。 

 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 

21：00 

ドル/円 111.62  ユーロ/円 126.95  ユーロ/ドル 1.1375 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 
 

英 FT100 6190.90 +44.85 
ダウ 

先物ミニ 
17732 +26 

 

 

仏 CAC40 4368.20 +45.96 
S&P 

500 ミニ 
2069.75 +4.75 

 

 

独 DAX 9896.29 +101.65 
NASDAQ 

100 ミニ 
4537.00 +8.50 

 

 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

3 月シンガポール購買部景気指数 49.4（予想 48.9・前回 48.5） 

 

3 月シンガポール電子産業指数 49.0（前回 48.2） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2 月メキシコ景気先行指数（前月比） -0.17％（前回 -0.17%） 

前回発表の-0.16％から-0.17％に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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22：45 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17772.72 -20.03 

ナスダック 4910.16 -4.38 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

22：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

3 月米 ISM ニューヨーク 50.4（予想 54.1・前回 53.6） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

3 月米労働市場情勢指数 -2.1（前回 -2.5） 

前回発表の-2.4 から‐2.5 に修正 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2 月米耐久財受注（前月比） -3.0％（予想 -2.8%・前回 -2.8%） 

 

2 月米耐久財受注[除輸送用機器] -1.3％（予想 -1.0%・前回 -1.0%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2 月米製造業受注指数（前月比） -1.7％（予想 -1.8%・前回 1.2%） 

前回発表の 1.6％から 1.2％に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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23：20 

≪ 要人発言 ≫ 

ローゼングレン・ボストン連銀総裁～講演 

 

・「経済予測は段階的なデータ次第で利上げ求める」 

・「市場が織り込むより多い利上げを要する可能性も」 

・「見通しは市場が織り込むほど弱くない」 

・「世界経済の向かい風にもかかわらず米経済は改善」 

 

 

23：35 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、原油先物相場が一時、1 バレル＝37 ドル台に上昇したことが好感されて買いが入る一方、前週

末の大幅上昇を背景に利益確定の売りも出て売り買い交錯する動きとなった。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）2 月の米製造業受注高は、前月比-1.7％の 4539 億 5600 万ドルで、2 ヵ月ぶりに減少した。変動の激しい輸送

機器を除いた受注は-0.8％と 4 ヵ月連続のマイナスとなった。輸送機器など耐久財が減少したほか、非耐久財もマ

イナスとなったことが全体を押し下げた。 

 

 ①耐久財は前月比-3.0％、輸送機器は-6.2％、変動の激しい国防航空機が-28.0％、民間航空機が-27.2％、自動

車・同部品は+2.6％と昨年 7 月以来の高い伸びを示した。電算機・電子製品が-1.7％と昨年 4 月以来の大きな落ち

込みとなり、一般機械は-3.4％、電機・家電は-3.6％となった。 

 

 ②非耐久財は-0.4％、資本財は-10.1％、国防関連を除く資本財は-8.1％、民間設備投資の先行指標となるコア資

本財は-2.5％、国防資本財も-25.6％となった。 

 

 ③製造業全体の出荷は-0.7％、受注残高は-0.3％、在庫は-0.4％。出荷に対する在庫の比率は、前月から横ばい

の 1.37。1 月の製造業受注高はこれまでの+1.6％から+1.2％へと下方修正された。 

 

 

（2）コンファレンスボード（全米産業審議会）が 3 月の雇用トレンド指数は 127.48 と、前月比-0.8％、前年同月

比+1.1％とした。CB のマクロ経済・労働市場ディレクターは、ここ数ヵ月の雇用トレンド指数は低下傾向を示して

おり、夏を通して就業者数の伸びが鈍化する可能性を示唆していると指摘した。雇用トレンド指数は、CB 消費者信

頼感指数の就労関連指数や週間失業保険給付申請件数など、雇用に関する 8 つの指数を基に算出する。 

 

 

（3）3 月の米労働市場状況指数（LMCI）は、-2.1 となり、雇用の改善・悪化の判断基準となるゼロを 3 ヵ月連続で

下回る結果となった。2 月の数字は当初の-2.4 から-2.5 に引き下げられたほか、1 月も-0.8 から-1.9 へ大きく下方

修正された。また、昨年 12 月は 2.3 から 1.2 へと引き下げられた。 
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欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6164.72 +18.67 

仏 CAC40 4345.22 +22.98 

独 DAX 9822.08 +27.44 

ストック欧州 600指数 334.49 +1.34 

ユーロファースト 300指数 1312.68 +5.99 

スペイン IBEX35指数 8597.50 -4.80 

イタリア FTSE MIB 指数 17639.26 -137.58 

南ア アフリカ全株指数 51895.14 +311.01 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、大きな方向感に欠ける中で医薬品や公益事業株が買われ、相場全体を押し上げた。また、前週末

の下落で割安感が出た銘柄を買う動きもみられた。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17788.61（-4.14）、S&P500 2067.54（-5.24） ナスダック 4906.32（-8.22) 
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≪欧州のポイント≫  

 

EU 統計局が発表した 2 月の域内失業率は 10.3％と 1 月の 10.4％から低下し、2011 年来の水準に低下した。経済が

緩やかに成長する中で、緩慢なペースながら雇用市場の改善が続いている。ユーロ圏全体の失業率は 6 年以上にわ

たりほぼ一貫して 10％を上回っているが、国ごとのばらつきは大きい。EU28 ヵ国では 8.9％。国別では、ドイツは

4.3％（前月 4.3％）、フランスは 10.2％（10.2％）、 スペインは 20.4％（20.5％）、イタリアは 11.7％（11.6％）

ポーランドは 6.8％（6.9％）スウェーデンは 7.0％（7.0％）、一方、ギリシャは発表されている 12 月は 24.0％（11

月 24.4％）。 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、FRB による利上げペースは緩やかになるとの見方が引き続き相場を支えたほか、2

月の米製造業受注高が 2 ヵ月ぶりに減少したことや米国株が下落したことから、安全資産とされる米国債に逃避的

な買いも入った。一方、最近の相場上昇の反動で利益確定売りも出やすかった。 

 

午前の利回りは、30 年債が 2.61％（前週末 2.60％）、10 年債が 1.78％（1.77％）、7 年債が 1.55％（1.55％）、 

5 年債が 1.23％（1.22％）、3 年債が 0.89％（0.87％）、2 年債が 0.75％（0.75％）。 

 

 

3：40  

NY 金は、中心限月が前日比 4.20 ドル安の 1 オンス＝1218.00 ドルで取引を終了した。 

 

 

4：45 

NY 原油は、中心限月が前日比 1.09 ドル安の 1 バレル＝35.70 ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1218.00 -4.20 

NY 原油 35.70 -1.09 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、前週末に発表された雇用統計などの米経済指標が堅調だったことが引き続き材料視され、比較的安全な

資産とされる金を売る動きが優勢となった。ただ、米国の追加利上げペースが緩やかになるとの見方が下支え要因

となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、イランの石油相が、主要産油国による増産凍結に参加しない考えをあらためて表明したとの報道を受

けて、世界的な供給過剰が続くとの懸念が強まり、軟調な動きが続いた。終値ベースでは、3 月上旬以来約 1 ヵ月ぶ

りの安値水準となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17737.00 -55.75 17806.38 17710.67 

S&P500種 2066.13 -6.65 2074.02 2062.57 

ナスダック 4891.80 -22.74 4917.75 4885.17 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、序盤は新規材料に乏しく、売り買い交錯するもみ合いの展開が続いた。しかし、午後には原油価格

の下落が続いたことなどが影響し、主要株価は軟調な動きとなった。ダウ平均株価は、序盤からもみ合いの動きと

なったが、終盤にかけては軟調な動きが続いた。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

主要通貨 NY終値 NY高値 NY安値 

USD/JPY 111.31  111.62  111.11  

EUR/JPY 126.82  127.10  126.46  

GBP/JPY 158.80  159.59  158.62  

AUD/JPY 84.64  85.20  84.52  

NZD/JPY 76.09  76.60  75.98  

EUR/USD 1.1394  1.1410  1.1373  

AUD/USD 0.7605  0.7645  0.7599  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤は小動きの展開となったものの、その後は原油価格や株価下落を背景に、円買いの動きが優

勢となり、ドル円・クロス円は軟調な展開が続いた。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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切の責任を負いません。本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたもの

ではありません。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。 


